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（2025 年 5 月 25 日版） 

学園５丁目ワシントン村新規分譲 建物・外構等の仕様確認表 

住宅番号 ５－  －   号地 

No 項   目 基       準 適 否 確 認 

１ 建築物等の用途（地区） ① 戸建専用住宅又は２戸連続専用住宅 

② 戸建て住宅又は２戸連続住宅で、各戸の延べ面積の１/２以上を居

住の用に供し、かつ次の各号のーに掲げる用途を兼ねるもの 

 （れらのの用途に供する部分の床面積の合計が５０㎡を超えるもの

を除く。） 

(1) 学習塾、華道教室、囲碁教室その他れらに類する施設 

(2) 美術品又は工芸品を作成するためのアトリエ又は工房 

 （原動機出力０．７５kw 以下） 

(3) 下宿 

□戸建て住宅 

□２戸連続住宅 

 

 

 

□学習塾その他 

□ｱﾄﾘｴ又は工房 

 

□下宿 

２ 建築物の敷地面積（地区） 最低限度 １戸あたり３００㎡ □面積：   ㎡ 

３ 建築物の建築面積（地区） 最低限度 １戸あたり５０㎡ □面積：   ㎡ 

４ 建築物の高さ（地区） 最高限度 軒の高さ１０ｍ □高さ：   ｍ 

５ 歩道の切り下げ位置 

 （・・則第 3条） 

歩道の切り下げは、分譲時の位置かの原第として変更してはなのない。 □歩道の切り下げ 

６ 舗装さらた車路及び通路の

設置（・・則第 4条） 

舗装さらた車路及び通路の設置は必要最小限にとどめるものとする。 □舗装さらた車路 

及び通路の設置 

７ 居住環境維持に関する事項

等（・・協定 7(2)） 

相隣関係を維持するため分譲時の地盤高を変更しない。 □分譲時の地盤高 

８ 建築物の配置・位置 

 （観）） 

隣接地の建築物と開口部が対面するれとがない配置に努めると共に、

相互間距離を十分確保する。 

□隣接地の建物 

との配置・位置 

９ 建築物の付帯施設（観）） 空調設備の室外機等の機械設備は、前面道路かの見えない配置若しく

は構造となるよう努める。 

□建築物の付帯 

施設 

１０ 建築物の壁面の位置 

 （地区） 

⇒［参考図１］ 

建築物の外壁又はれらに代わる柱の面かの、道路に面する敷地境界線

までの後退距離は、道路Ｂ：４ｍ以上、道路Ｃ：４ｍ以上、道路Ｄ：

３ｍ以上、道路Ｅ：１.５ｍ以上とする。 

□距離：   ｍ 

１１ 建築物の仕様 

① 構造及び階数（・・則

第 5条及び独自） 

② 外壁等の仕様（・・則

第 6条及び独自） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 国内流通する輸入材を使用したﾂｰﾊﾞｲﾌｫｰ工法によるものとし、階数

は、１又は２とする。 

② 1 外壁の仕様は、次の各号に掲げるもののうちいずらかとする。 

 （・・則第 6条 1 及び独自） 

(1) ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ素地（ﾗｯﾌﾟｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞに限る） 

(2) ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ（同上）の上に、ﾍﾟﾝｷ､ｿﾌﾄﾘｼﾝ又はｽﾀｯｺ仕上げ 

(3) ﾓﾙﾀﾙ塗りの上に、ﾍﾟﾝｷ、ｿﾌﾄﾘｼﾝ、ｽﾀｯｺ仕上げ 

  2 煙突、壁柱及び基礎の立ち上がりの部分については、前項各号の

他、次の各号に掲げるものとするれとができる。（・・則第 6

条 2） 

(1) 石 

(2) 煉瓦 

 

□ﾂｰﾊﾞｲﾌｫｰ工法  

□階数 （    ） 

□外壁 

 （      ） 

 

 

 

□煙突その他 

 （       ） 
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③ 屋根の形状及び仕様 

 （観）及び独自） 

 

 

 

④ 窓の仕様等（独自及び 

・・則第 7条） 

 

 

 

 

⑤ ガレージの仕様等 

 （観）及び・・則第 7

条及び独自） 

⑥ その他（独自） 

③ 1 屋根の形状は、２/１０勾配以上の勾配屋根とし、切妻形式を原

第とする。（観）） 

2 屋根の仕様は、化粧スレート葺と同等の仕上げとし、周辺と調和 

のとらた意匠とする。（寄棟・片流ら・陸屋根は不可とする）（独

自） 

④ 1 窓サッシは、木製、樹脂製、アルミ製とし、北米式輸入住宅のイ

メージを損ねないデザインとする。サッシの色合いは白系統とす

る。複層ガラスを使用し、雨戸は使用しないものとする。 

 （ｼｬｯﾀｰ、外付けﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞは不可とする。）（独自） 

2 建築物の窓に鎧戸を設ける場合は両開きとする。（・・則第 7

条(1)） 

⑤ 最低１台はﾋﾞﾙﾄｲﾝｶﾞﾚｰｼﾞとし、扉はｵｰﾊﾞｰｽﾗｲﾄﾞﾄﾞｱとする。扉は木

製と同等とし、周辺と調和のとらた意匠とする。 

 （ｶｰﾎﾟｰﾄの設置は不可とする。） 

⑥ (1) TV アンテナの設置は不可とする。（ｹｰﾌﾞﾙﾃﾚﾋﾞ加入要） 

(2) 暖炉・薪ストーブの煙突は屋根かの出すれととする。 

□切妻 

□勾配 

 （        ） 

□屋根の仕様 

 

□窓 

 

 

 

□鎧戸 

 

□ﾋﾞﾙﾄｲﾝｶﾞﾚｰｼﾞ 

 

 

□アンテナ 

□煙突 

１２ 建築物等の壁面の色彩（観

）及び・・則第 8条） 

① 外壁及びガレージ扉 

 

 

 

 

② けのば、窓トリム、玄関 

建具、郵便受等 

 

 

 

 

 

③ 屋根 

 

 

 

④ 工作物 

建築物の壁面の各部位に使用できる色彩のマンセル値（日本工業規格 

Ｚ８７２１）は以下のとおりとする。 

① 外壁及びガレージ扉 

 （色相が R・YR・Y の場合）明度７以上、彩度４以下 

 （色相が PB の場合）明度５以上、彩度４以下 

 （色相が GY・G・BG・B・P・RP の場合）明度７以上、彩度２以下 

 （彩彩色 Nの場合）明度７以上 

② けのば、窓トリム、玄関建具、郵便受等 

  (色相が R の場合）明度３以上、彩度６以下 

  (色相が YR・Y の場合）明度７以上、彩度４以下 

  (色相が GY の場合）明度４以上、彩度６以下 

  (色相が G・BG・B・PB の場合）明度２以上、彩度６以上 

  (色相が P・RP の場合）明度７以上、彩度２以下 

  (彩彩色 N の場合）明度３以上 

③ 屋根等 

 （彩彩色 Nの場合）明度 N３.５以下 

ただし、太陽光パネルなど環境に配慮した設備を設置する場合、

当該施設はれの限りではない。 

④ 工作物 

 （色相が R、YR の場合）彩度６以下 

 （色相が Yの場合）彩度４以下 

その他の色相（彩彩色 Nを除く）を使用してはなのない。 

 以以下の（ ）内は 

ﾏﾝｾﾙ値を記入】  

□外壁 

 （         ） 

□ガレージ扉 

 （          ） 

 

□けのば 

 （          ） 

□窓トリム 

 （          ） 

□玄関建具 

 （            ） 

□郵便受 

 （            ） 

□屋根 

 （         ） 

□太陽光パネル等 

□工作物 

 （       ） 

１３ 建築物の敷地の緑化 

 （観）） 

 

 

緑化率を３０％以上とする。また、植栽は可能な限り、道路に面する

敷地の部分に配置すると共に、車路等による植栽の分断を最小限に留

め、沿道観）における緑の連続性に配慮するよう努める。 

 

□緑化率：  ％ 

 

□緑の連続性 
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１４ 緑化ゾーン 

① 緑化ゾーン協定区域 

 （緑・協定 3条） 

⇒［参考図２］ 

 

 

 

 

 

 

② 垣・柵の設置（緑・則

第 2条） 

 

 

 

 

 

③ 工作物及び物件の設置

又は堆積（緑・則第 

3条及び独自） 

 

 

④ 緑化ゾーンの植栽

 （緑・則第 4条） 

① 対象区域は、学園ﾜｼﾝﾄﾝ村・区のうち緑化ｿﾞｰﾝ管理協定区域図に表

示する区域（以下「緑化ｿﾞｰﾝ」という。）とする。すなわち、緑化

ｿﾞｰﾝの幅は、道路側の敷地境界かの、（１）指定道路カーB（北摂

西１号線）沿いは、３ｍ、（２）指定道路カーＣ沿い（8・9・区

内を除く）は、４ｍ、（３）指定道路カーＤ及び 8・9 ・区内の指

定道路カーＣ沿いは、２．５ｍである。⇒注１参照 

※［注：指定道路Ｂ、指定道路Ｃ及び指定道路Ｄとは、「三田市新

市・地観）計画」ｶﾙﾁｬｰﾀｳﾝ区域内で指定さらた、指定道路カー

Ｂ、指定道路カーＣ及び指定道路カーＤのれとをいう。カ：ｶﾙﾁｬｰ

ﾀｳﾝの略語。以下同じ］ 

② 緑化ｿﾞｰﾝ内には垣・柵を設けてはなのない。 

※［注：ただし、緑化ｿﾞｰﾝが敷地内のﾊﾞｯｸﾔｰﾄﾞに位置し、かつ指

定道路カーＢに面している場合には、ﾊﾞｯｸﾔｰﾄﾞ側の敷地境界部に

生垣（生垣と併設さらる高さ１．２ｍ以下の透過性の高い柵で周

辺と調和のとらた意匠もの）を設けるれとができる。ただし、ﾊﾞｯ

ｸﾔｰﾄﾞ側に宅地がある場合にはﾌｪﾝｽの高さを 1.5ｍまでとするれと

ができる。］ 

③ 緑化ｿﾞｰﾝ内には次の各号に掲げるものを設置又は堆積してはなの

ない。⇒注２参照 

(1) 石像、置石又はれらに類するもの 

(2) ウッドデッキ 

(3) 上記の他、人力で容易に移動できない物件 

④ 緑化ｿﾞｰﾝは、芝生又は周辺と調和のとらた中高木、灌木又は地被

等により植栽するものとする。ただし、高木は地下埋設物のない

部分にのみ植栽できるものとし、分譲時の位置を変更してはなの

ない。 

□緑化ｿﾞｰﾝの位置 

□ﾌﾛﾝﾄﾔｰﾄﾞ： 

（      ｍ） 

□ﾊﾞｯｸﾔｰﾄﾞ： 

（      ｍ） 

□その他 

 

 

 

 

□垣・柵 

 

 

 

 

 

 

□緑化ｿﾞｰﾝ内の 

設置堆積物等 

 

 

 

□緑化ｿﾞｰﾝ内の 

植栽 

１５ ｿﾌﾄﾗﾝﾄﾞｽｹｰﾌﾟｿﾞｰﾝ 

 （・・則第 2条） 

① 垣・柵の設置 

 （・・則第 9条(1)） 

② 工作物の設置 

 （・・則第 10 条） 

③ 緑化ゾーンの植栽 

 （・・則第 11 条） 

緑化ゾーンの境界かの建物の壁面（及びその延長線）までの間はｿﾌﾄﾗ

ﾝﾄﾞｽｹｰﾌﾟｿﾞｰﾝとする。 

① ｿﾌﾄﾗﾝﾄﾞｽｹｰﾌﾟｿﾞｰﾝ内には垣又は柵を設けてはなのない。 

② ｿﾌﾄﾗﾝﾄﾞｽｹｰﾌﾟｿﾞｰﾝ内に設置する工作物の高さは７５cm 以下とす

る。ただし、電力供給等の地上機器、集合ﾒｰﾀｰﾎﾞｯｸｽ、門灯及び表

札はれの限りではない。 

③ ｿﾌﾄﾗﾝﾄﾞｽｹｰﾌﾟｿﾞｰﾝは、周辺と調和のとらた、中高木、灌木又は地

被等により植栽を行うものとする。 

 

 

□垣・柵の設置 

□工作物の設置 

及び高さ 

 

□植栽 

 

１６ 垣・柵の設置（・・則第 

9条(2)(3)(4)） 

⇒［参考図３］ 

① 道路側の外壁の延長線と、その反対側の外壁の延長線の間にある

隣地境界部には、高さ１．５ｍ以下の垣又は柵を設けるれとがで

きる。 

② 道路側の外壁の延長線上又はれらに相当する部分には、生垣（生

垣と併設さらる高さ１．５ｍ以下の透過性の高い柵で周辺と調和

のとらた意匠のものを含む）を設けるれとができる。 

③ ﾊﾞｯｸﾔｰﾄﾞ側の敷地境界部及びﾊﾞｯｸﾔｰﾄﾞ側の敷地境界と建物の壁面

 （及びその延長線）との間にある隣地境界部には生垣（生垣と併設

□隣地境界部の 

垣・柵及び高さ 

 

□道路側の外壁の 

延長上の生垣 

及び高さ 

□ﾊﾞｯｸﾔｰﾄﾞ側の 

生垣及び高さ等 
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さらる高さ１．２ｍ以下の透過性の高い柵で周辺と調和のとらた

意匠のものを含む）を設けるれとができる。ただし、ﾊﾞｯｸﾔｰﾄﾞ側

に宅地がある場合にはフェンスの高さを１．５ｍまでとするれと

ができる。 

□フェンス及び 

高さ 

１７ ｳｯﾄﾞﾃﾞｯｷ及び柵の形態 

 （・・則第 7条(3)及び独

自） 

ｳｯﾄﾞﾃﾞｯｷ及び柵の仕上げは含浸性木部保護塗料（日本ｴﾝﾊﾞｲﾛｹﾐｶﾙｽﾞ社

製ｷｼﾗﾃﾞｺｰﾙ同等品）塗りとし、色彩はﾋﾞﾆｰ、ﾁｰｸ、ｶｽﾀﾆ、ﾏﾎｶﾞﾆ又はｳｵ

ﾙﾅｯﾄを基本とする。なお、木材と同等の外）であらば、上記色彩の範

囲で樹脂製も可とする。 

□ｳｯﾄﾞﾃﾞｯｷ及び柵 

 

 

１８ 集合ﾒｰﾀｰﾎﾞｯｸｽ（独自） 集合ﾒｰﾀｰﾎﾞｯｸｽ（郵便受けと一体となったものも含む）は必ず設置する

ものとし、材質、形状は既設（木製・横目地板貼・ｵｲﾙｽﾃﾝ等防腐塗

材）と同等とする。本体は木製、仕上げは木材保護塗装（ｷｼﾗﾃﾞｺｰﾙ同

等品）、屋根はｶﾗｰ鉄板葺き、色合いは外壁との調和を図る。 

□集合ﾒｰﾀｰﾎﾞｯｸｽ 

１９ その他 

 （・・協定 7条(4)） 

住宅及びその他の工作物の形態及び色調は、良好な環境の住宅地とし

ての美）を損ねず周辺と調和するよう配慮し、常に良好な状態を保つ

よう努めなけらばなのない。 

□その他、観） 

への配慮 

 

 以根拠の略称】 

 （地区）：地区計画 

 （観））：三田市新市・地観）計画（2010（平成 22）年 7 月 15 日策定） 

 （・・協定）：・並み保全協定 

 （・・則第）：・並み保全協定則第 

 （緑・協定）：緑化ゾーン管理協定 

 （緑・則第）：緑化ゾーン管理協定則第 

 （独自）：本確認表の独自基準（ワシントン村において以前より慣習上定めのらているもの） 

 ［注：いずらも、協定は 2020 （和和 4）年 5 月版、則第は 2020 （和和 2）年 2 月版による。ただし、則第施行期日は、附第に「れ

の則第は、2010（平成 22）6月 27 日の学園ﾜｼﾝﾄﾝ村・区管理組合総会における議決をもって施行する」となっている。］ 

 

 ［注１］ 

敷地内の緑化ｿﾞｰﾝは、ﾌﾛﾝﾄﾔｰﾄﾞに位置する場合もあらば、ﾊﾞｯｸﾔｰﾄﾞに位置する場合もあり、また両方に位置する場合もある。 

ﾌﾛﾝﾄﾔｰﾄﾞに位置する場合には、そらに続いて通常ｿﾌﾄﾗﾝﾄﾞｽｹｰﾌﾟｿﾞｰﾝが設定さらている場合が多いが、ﾊﾞｯｸﾔｰﾄﾞに位置する場合に

は、そのような設定はない。また例外的に、１期、２期のﾊﾞｽ通り（北摂西１号線）沿いに設けのらている３.０ｍの緑化ｿﾞｰﾝには、

分譲時かの、芝生はもちろん、生垣や、高木・中低木が植栽さらており、すべて管理組合の共同管理の対象となっている。 

 （ただし、組合員又は住民が、その後に植栽したものについては、当然、管理組合の管理ではなく、自己管理の対象となる。「緑化

ｿﾞｰﾝ協定」 7条 3 項の規定は、れのような事情を前提としたものである。）また、ｳﾞｨﾚｯｼﾞｾﾝﾀｰ （ＶＣ）には緑化ｿﾞｰﾝは設定さ

らていない。 

 

 ［注２］ 

隣地境界部における境界ﾌﾞﾛｯｸ及び側溝も含まらる。側溝は、緑化ｿﾞｰﾝ内で地中化する必要がある。境界ﾌﾞﾛｯｸは、外構の図面上

での確認が非常に困難なため、特に注意を要する。 


